
登別市請負工事検査要領

第１ 趣旨

登別市の発注に係る請負工事に関する検査の実施は、法令等の定めるもののほか、

この要領の定めるところによる。

第２ 検査の種類

検査の種類は、次の各号に掲げるとおりとし、それぞれ当該各号に定める場合に

おいて実施するものとする。

（１）工事完成検査

工事請負契約の定めに基づき、受注者から工事完成通知書の提出があったとき。

（２）出来形部分等検査

工事請負契約の定めに基づき、受注者から出来形部分等確認請求書（第 回）

の提出があったとき、又は契約を解除した際において工事の出来形部分があると

き。

（３）指定部分検査

工事請負契約の定めに基づき、受注者から指定部分工事完成通知書（別記様式

第１号）の提出があったとき。

（４）部分使用検査

工事途中において、発注者の都合により工事目的物の全部又は一部を使用する

必要が生じ、受注者から部分使用承諾の同意を得たとき。

（５）跡請保証部分検査

跡請保証に付した工事につき、跡請保証期間が満了したとき。

（６）跡請保証部分修補工事完了検査

跡請保証に付した工事につき、修補工事の施工を請求した場合において、受注

者から跡請保証部分修補工事完了通知書の提出があったとき。

（７）契約不適合部分修補工事完了検査

工事完成後に契約不適合部分が発見され、その契約不適合部分修補工事の施工

を請求した場合において、受注者から契約不適合部分修補工事完了通知書（別記

様式第８号）の提出があったとき。

（８）中間検査

工事途中において契約担当者が特に検査の必要があると認めたとき。

第３ 検査員の指定

契約担当者は、登別市建設工事執行規則（平成３年規則第１３号。以下「工事執

行規則」という。）第２４条の規定に基づき検査員を指定しようとするときは、登



別市事務決裁規程（平成２年訓令第６号）の定めるところによる。

第４ 検査員の心得

検査員は、常に正確な資料及び事実に基づき、公正かつ厳正に検査を実施すると

ともに、職務上知り得た秘密を他に漏らしてはならない。

第５ 検査の実施

（１）検査員は契約担当者から請負工事につき検査を命ぜられたときは、速やかに当

該工事に係わる工事請負契約書、設計図書その他の関係書類に基づき、現地にお

いてその適否を判定するものとする。

（２）検査員は、工事請負契約書において定めた期間内に検査を実施することが出来

ない事由が生じたときは、その旨を契約担当者に申し出てその指示を受けるもの

とする。

第６ 検査の立会

検査は、受注者、主任技術者又は現場代理人及び工事監督員の立会の上、行うも

のとする。

第７ 検査の準備

検査員は、検査に当たって、工事監督員又は受注者（主任技術者及び現場代理人

を含む。）に対し、あらかじめ必要な測定要員及び用具等を準備させるものとする。

第８ 検査の方法

検査員は、請負工事の検査に当たっては、工事請負契約書、設計図書その他の関

係書類に基づくほか、別に定める工事検査基準により行うものとする。

第９ 検査結果の処理

検査員は、請負工事につき検査を行ったときは、それぞれ次の各号に定めるとこ

ろにより処理するものとする。

（１）工事完成検査

ア 工事目的物が検査に合格したとき

検査員は、工事目的物が工事完成検査に合格したときは、工事完成検査調書

及び工事検査記録簿（別記様式第１号の２）を作成の上、これを契約担当者に

提出するものとする。この場合において、検査員は当該工事目的物を跡請保証

に付する必要があると認めるときは、当該工事完成検査調書にその旨を記載の

上、跡請保証に付すべき部分につき跡請保証部分調書を作成し、これに添付す

るものとする。

イ 工事目的物が検査に合格しないとき

（ア）検査員は、工事目的物が工事完成検査に合格しないときは、工事完成検査

報告書（別記様式第２号）により契約担当者に報告するものとする。



（イ）契約担当者は、検査員から工事完成検査報告書による報告を受けたときは、

その内容を審査の上、受注者に対し工事目的物修補（改造）請求書（別記様

式第３号）により、一定期間を定めて当該工事目的物の修補又は改造を請求

するものとする。

（ウ）契約担当者は、受注者が工事目的物の修補又は改造を完了したときは、工

事目的物修補（改造）完了通知書（別記様式第４号）によりその旨の通知を

受けるものとする。

（エ）工事目的物修補（改造）完了通知書を受理した場合における処理は、工事

完成通知書を受理した場合の例によるものとする。

（オ）検査員は、検査目的物の欠陥が部分的で機能上支障とならない場合及び、

ごく軽易な手直しについては、工事監督員に口頭で指示し措置を行わせるこ

とができる。

（２）出来形部分等検査

ア 検査員は、現地において当該工事目的物の出来形部分等（特に定めのない場

合は、工事監督員の検査に合格した搬入済みの工事資材を含む。また、契約の

解除に係る場合にあっては、出来形部分に限る。）を確認の上、出来形部分等

検査調書（第 回）及び出来形部分等内訳書を作成し、契約担当者に提出する

ものとする。

イ 契約担当者は、検査員から提出された出来形部分等検査調書（第 回）及び

出来形部分等内訳書を審査の上、その結果を出来形部分等確認通知書（別記様

式第５号）により当該工事に係る受注者に通知するものとする。

（３）指定部分検査

ア 検査員は、指定部分に係る工事目的物が検査に合格したときは、第９の（２）

の例により処理するものとする。

イ 検査員は、指定部分に係る工事目的物が検査に合格しないときは、第９の

（１）のイの例により処理するものとする。

（４）部分使用検査

検査員は、部分使用検査報告書（別記様式第６号）に部分使用にかかる部分の

確認事項を記載し、部分使用確認書（別記様式第７号）を現場代理人と取り交わ

し、これらを契約担当者に提出するものとする。

（５）跡請保証部分検査

ア 検査員は、跡請保証部分につき検査を行ったときは、その結果につき跡請保

証部分検査調書により契約担当者に報告するものとする。

イ 契約担当者は、検査員の報告に基づきその内容を審査の上、当該跡請保証部



分につき修補工事の必要があると認めるときは、受注者に対し跡請保証部分修

補工事請求書により当該修補工事を請求するとともに、跡請保証部分修補工事

請書を徴するものとする。

（６）跡請保証部分修補工事完了検査

ア 検査員は、跡請保証部分に係る工事が完了検査に合格したときは、跡請保証

部分修補工事完了検査調書により契約担当者に報告するものとする。

イ 検査員は、跡請保証部分に係る修補工事が完了検査に合格しないときは、第

９の（１）のイの例により処理するものとする。

（７）契約不適合部分修補工事完了検査

ア 工事検査員は、契約不適合部分修補部分に係る当該工事目的物が完了検査に

合格したときは、契約不適合部分修補工事完了検査調書（別記様式第９号）に

より契約担当者に報告するものとする。

イ 契約担当者は、契約不適合修補部分に係る当該工事目的物が完了検査に合格

しないときは、受注者に対し当該工事目的物の契約不適合部分修補工事請求書

（別記様式第１０号）により、期間を定めて当該工事目的物の契約不適合部分

修補を請求するものとする。

ウ 契約担当者は、受注者が当該工事目的物の契約不適合部分修補を完了したと

きは、契約不適合部分修補工事完了通知書により受注者より通知を受けるもの

とする。

エ 契約担当者は、ウの規定により契約不適合部分修補工事完了通知書を受理し

た場合は、登別市建設工事規則第２３条により処理するものとする。

（８）中間検査

検査員は、工事目的物につき中間検査を行った場合は、その結果を書面により

契約担当者に報告するものとする。

第１０ 工事施行成績の評定

検査員は、工事完成検査及び中間検査の終了後、登別市請負工事施行成績評定要

領（平成１１年訓令第２号）に基づき評定を行い、工事施行成績評定表を契約担当

者に提出しなければならない。

第１１ 緊急措置

検査員は、検査に当たりその措置に急を要するものがあるときは、直ちに必要な

措置を講ずることができる。この場合において、検査員は、事後速やかにその旨を

契約担当者に報告しなければならない。

附 則（平成１３年訓令第１号）



この訓令は、平成１３年４月１日から施行する。

附 則（平成２０年訓令第４号）

この訓令は、平成２０年４月１日から施行する。

附 則（平成２７年訓令第２１号）

この訓令は、平成２７年１２月１１日から施行する。

附 則（平成２８年訓令第１６号）

この訓令は、平成２８年 ６月２７日から施行する。

附 則（令和２年訓令第６号）

この訓令は、令和２年４月１日から施行する。

様式 略


